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山
平
　
高
義�

飯
塚
浜
上

伊
藤
　
英
雄�

飯
塚
浜
上

瀬
川
　
秋
雄�
飯
塚
浜
上

田
仲
　
金
已�
飯
塚
浜
下

門
間
　
惣
悦�
飯
塚
浜
下

門
間
　
友
兄�

飯
塚
浜
下

田
仲
　
　
東�

飯
塚
浜
下

昭
　
和

藤
原
　
善
則�

新
所

藤
原
　
克
己�

新
所

奈
良
　
仁
寿�

新
所

伊
藤
　
甚
衛�

仁
山

佐
々
木
善
成�

仁
山

瀬
下
　
正
喜�

仁
山

小
玉
　
　
隆�

小
泉

小
玉
　
昭
雄
　�

小
泉

藤
原
ま
ゆ
み�

小
泉

小
玉
サ
キ
子�

羽
白
目

瀬
下
　
　
悟�

岡
井
戸

瀬
下
　
翁
悦�

岡
井
戸

橋
本
　
幸
一�

船
橋

奈
良
　
崇
史�

船
橋

鈴
木
サ
ヱ
子�

槻
木

佐
々
木
弘
光�

槻
木

宮
田
　
隆
悦�

槻
木

鈴
木
　
　
隆�

荒
長
根

鈴
木
　
秀
輝�

荒
長
根

平
野
　
俊
彦�

真
形

斉
藤
　
英
博�

草
生
土

川
上
秀
佐
男�

龍
毛
上

川
上
　
洋
一�

龍
毛
上

澤
井
金
一
郎�

龍
毛
中

澤
井
　
善
築�

龍
毛
下

竹
内
　
喜
光�

田
屋

澤
井
　
一
義�

田
屋

石
井
　
博
之�

山
田

石
川
　
忠
志�

山
田

渡
辺
　
清
悦�

元
木

菅
原
　
昭
彦�

宮
の
前

舘
岡
　
誠
一�

宮
の
前

畠
山
　
三
男�

宮
の
前

高
橋
　
順
悦�

宮
の
前

木
村
　
義
直�

上
町
中
町

加
藤
　
　
厚�

山
神

小
林
由
紀
子�
山
神

進
藤
　
正
紀�
古
川

鎌
田
　
英
俊�

古
川

小
松
　
偉
仁�

古
川

菅
原
　
義
信�

古
川

鎌
田
　
淳
三�

川
向

高
橋
　
真
澄�

川
向

菅
原
　
専
治�

新
関
上

菅
原
タ
ケ
子�

新
関
下

菅
原
　
　
正�

新
関
下

菅
原
　
栄
悦�

新
関
下

菅
原
　
和
也�

新
関
下

菅
原
　
博
巳�

新
関
下

菅
原
日
出
男�

新
関
下

菅
原
　
次
男�

下
谷
地

菅
原
　
英
人�

下
谷
地

菅
原
　
正
勝�

下
谷
地

菅
原
　
仁
志�

下
谷
地

菅
原
夫
美
雄�

野
村
上

菅
原
　
義
博�

野
村
上

菅
原
　
寅
夫�

野
村
山

菅
原
　
静
雄�

野
村
山

菅
原
　
良
一�

野
村
山

菅
原
　
和
夫�

野
村
山

菅
原
　
　
薫�

野
村
中

菅
原
　
幸
夫�

野
村
中

菅
原
　
憲
一�

野
村
中

菅
原
　
　
剛�

野
村
潟
端

藤
田
　
信
一�

野
村
下

太
田
　
久
光�

野
村
下

菅
原
　
厚
悦�

野
村
下

吉
田
多
喜
男�

野
村
下

石
川
　
玉
夫�

白
洲
野

加
藤
　
勇
悦�

白
洲
野

佐
藤
　
　
功�

白
洲
野

伊
藤
　
邦
彦�

蓮
沼

高
橋
　
　
満�

天
神
下

菅
原
　
良
己�

天
神
下

菅
原
　
秀
樹�

天
神
下

舘
岡
美
果
子�

天
神
下

松
田
　
由
春�

大
郷
守

高
橋
　
保
広�
大
郷
守

関
谷
圭
太
郎�
大
郷
守

水
沢
　
竹
男�

大
清
水

高
橋
　
盛
雄�

乱
橋

高
橋
　
善
知 �

乱
橋

佐
々
木
輝
昭�

乱
橋

佐
々
木
千
春�

佐
渡

佐
々
木
祐
逸�

八
丁
目

八
郎
潟

小
林
　
寿
吉�

一
日
市
１
区

谷
村
　
　
誠�

一
日
市
１
区

相
馬
　
勝
信�

一
日
市
１
区

畠
山
　
傳
儀�

一
日
市
１
区

鎌
田
　
久
孝�

一
日
市
１
区

石
川
　
儀
明�

一
日
市
２
区

齊
藤
　
孝
志�

一
日
市
２
区

石
川
　
英
洋�

一
日
市
２
区

石
川
　
敏
明�

一
日
市
２
区

加
藤
　
誠
一�

一
日
市
３
区

藤
井
　
隆
一�

一
日
市
３
区

小
玉
　
和
則�

一
日
市
３
区

畠
山
　
金
美�

一
日
市
４
区

小
玉
　
和
雄�

一
日
市
４
区

小
林
　
雅
樹�

一
日
市
４
区

小
林
　
三
一�

一
日
市
５
区

土
橋
　
　
肇�

一
日
市
５
区

相
馬
　
正
幸�

一
日
市
６
区

三
戸
　
留
吉�

一
日
市
７
区

谷
村
　
忠
雄�

一
日
市
７
区

畠
山
　
義
則�

一
日
市
７
区

畠
山
　
昭
則�

一
日
市
８
区

石
井
　
和
彦�

一
日
市
８
区

三
戸
　
忠
義�

一
日
市
８
区

伊
藤
　
一
郎�

昼
根
区

土
橋
　
公
悦�

昼
根
区

小
浜
　
富
一�

昼
根
区

武
田
　
秀
雄�

一
日
市
９
区

齊
藤
　
　
博�

一
日
市
９
区

相
馬
　
隆
一�

一
日
市
９
区

館
岡
　
勝
直�

一
日
市
10
区

土
橋
　
駒
喜�
一
日
市
10
区

小
林
　
浩
二�

一
日
市
10
区

安
田
　
勝
次�

一
日
市
10
区

相
馬
　
晴
美�

一
日
市
11
区

山
内
　
一
男�

一
日
市
11
区

伊
藤
　
　
満�

一
日
市
11
区

小
林
　
金
市�

蒲
沼
区

相
馬
　
幸
治�

蒲
沼
区

松
橋
　
養
一�

蒲
沼
区

伊
藤
　
　
一�

一
日
市
12
区

伊
藤
　
洋
一�

一
日
市
12
区

伊
藤
　
定
和�

一
日
市
12
区

畠
山
　
圭
悦�

一
日
市
12
区

畠
山
　
　
誠�

一
日
市
13
区

相
馬
　
文
雄�

一
日
市
13
区

武
田
　
栄
一�

一
日
市
13
区

松
田
　
文
春�

羽
立

村
井
　
　
稔�

羽
立

村
井
　
粂
正�

羽
立

須
田
　
征
志�

羽
立

工
藤
　
克
己�

羽
立

小
野
　
幹
夫�

羽
立

齊
藤
　
正
美�

夜
叉
袋
１
区

渡
部
　
正
廣�

夜
叉
袋
１
区

松
田
　
健
一�

夜
叉
袋
１
区

村
井
　
　
昇�

夜
叉
袋
１
区

村
井
　
　
隆�

夜
叉
袋
１
区

松
田
　
　
均�

夜
叉
袋
１
区

北
嶋
　
亮
平�

夜
叉
袋
２
区

渡
部
　
博
信�

夜
叉
袋
２
区

村
井
　
金
春�

夜
叉
袋
２
区

工
藤
　
正
明�

夜
叉
袋
３
区

渡
部
　
正
則�

夜
叉
袋
３
区

渡
部
　
寿
一�

夜
叉
袋
３
区

村
井
　
弘
美�

夜
叉
袋
３
区

吉
田
　
隆
一�

真
坂
１
区

渡
部
　
仁
志�

真
坂
１
区

渡
部
　
謙
助�

真
坂
１
区

齊
藤
　
　
一�

真
坂
１
区

小
玉
　
　
敦�

真
坂
２
区

小
玉
　
修
悦�

真
坂
２
区

小
玉
　
講
悦�

真
坂
２
区

小
玉
　
昭
幸�

真
坂
２
区

小
玉
　
　
昇�

真
坂
３
区

小
玉
　
長
彦�

真
坂
３
区

渡
部
　
敏
明�

真
坂
３
区

小
玉
　
正
幸�

真
坂
３
区

渡
部
　
勝
則�

真
坂
３
区

北
嶋
　
光
春�

浦
大
町
１
区

北
嶋
透
志
雄�

浦
大
町
１
区

北
嶋
志
津
男�

浦
大
町
１
区

齊
藤
　
隆
男�

浦
大
町
１
区

金
　
正
太
郎�

浦
大
町
２
区

伊
藤
　
　
繁�

浦
大
町
２
区

佐
々
木
英
雄�

浦
大
町
２
区

北
嶋
　
光
成�

浦
大
町
３
区

小
玉
　
光
男�

浦
大
町
３
区

斉
藤
　
茂
義�

浦
大
町
３
区

小
玉
　
晴
美�

浦
横
町（
八
郎
潟
）

小
玉
　
誠
悦�

浦
横
町（
八
郎
潟
）

千
田
　
　
長�

小
池

千
田
　
　
登�

小
池

一
ノ
関
恵
美
子�

小
池

千
田
　
俊
美�

小
池

櫻
庭
理
智
子�

下
川
崎

小
野
　
　
肇�

下
川
崎

桜
庭
　
正
作�

上
川
崎

伊
藤
　
春
光�

上
川
崎

伊
藤
　
郁
子�

上
川
崎
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６
月
27
日
（
金
）、
第
27
回
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
通
常
総

代
会
を
八
郎
潟
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、

総
代
定
数
５
１
０
名
の
う
ち
４
６
６
名
（
書
面
含
む
）
の

総
代
よ
り
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
猿
田
俊
彦
組
合
長
は
「
農
業
や
Ｊ
Ａ

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
市
場
条
件
・
消
費

者
需
要
に
対
応
し
た
農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
米

の
価
格
高
騰
も
消
費
者
目
線
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
対
応

も
進
め
て
い
く
こ
と
、
農
産
物
直
売
所
「
湖
東
の
や
さ
い

畑
」
は
農
家
組
合
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
年
間
売
り
上

げ
４
億
３
千
万
円
と
年
々
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
お
り
、

漬
物
加
工
は
地
場
産
原
材
料
を
活
用
し
、
地
元
Ｊ
Ａ
の
安

全
安
心
な
漬
物
と
し
て
、
季
節
感
を
大
切
に
新
鮮
な
農
産

物
を
お
届
け
出
来
る
よ
う
に
商
品
選
定
、品
揃
え
に
努
め
、

今
後
と
も
役
職
員
一
同
、
業
務
遂
行
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
事
の
進
行
に
あ
た
り
、
議
長
と
し
て
八
郎
潟
地
区
の

総
代
で
あ
る
渡
部
敏
明
氏
が
選
任
さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
組
合
長
を
長
年
勤
め
ら
れ
退
任
さ
れ
た
９

名
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第27回通常総代会　開催！！第27回通常総代会　開催！！

佐
々
木
久
美　

様（
五
城
目
町　

寺
庭
）

齊
藤
喜
久
也　

様（
五
城
目
町　

舘
越
）

工
藤　

早
夫　

様（
五
城
目
町　

浅
見
内
５
区
）

伊
藤　

正
俊　

様（
井
川
町　

小
今
戸
）

菊
地　
　

浩　

様（
潟
上
市
飯
田
川　

妹
川
浜
上
）

門
間　

裕
光　

様（
潟
上
市
飯
田
川　

飯
塚
浜
下
１
）

桜
庭　

琴
美　

様（
潟
上
市
昭
和　

草
生
土
）

髙
橋　

義
明　

様（
故
人
）（
潟
上
市
昭
和　

山
神
１
）

小
林　

一
美　

様（
故
人
）（
潟
上
市
昭
和　

山
神
２
）

▲�髙橋義明様の代理として髙橋美保様が感謝状を
受け取りました。

▲�感謝状を受け取る佐々木久美様。

第27回　通常総代会にて決議された議案
報告事項１　�第27年度（令和６年４月１日から令和７年３月31日）貸

借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びにみの
り監査法人の監査報告及び監事の監査報告について

　　議案第１号　�第27年度事業報告及び剰余金処分案の承認に
ついて

　　議案第２号　第10次中期総合３カ年経営計画の設定について
　　議案第３号　令和７年度事業計画の設定について
　　議案第４号　�令和７年度経費の賦課金額、賦課の方法、徴収

時期及び徴収方法の決定について
　　議案第５号　令和７年度理事及び監事の報酬決定について

附帯決謙
１．�決譲事項中、行政庁の認可、承認等を必要とするものについ
て、総代会決議の内容を変えない字句等の変更は理事会に�
一任する。

２．�年度途中で、事業計画の一部について軽微な変更を要するに
至ったときは、理事会で計画の変更ができることを承認する。

報告事項２　固定資産の処分状況について
報告事項３　農政対策本部事業について
報告事項４　「ＪＡバンク基本方針」の変更について
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７
月
４
日
（
金
）

　

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖

東
青
年
部
が
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
湖
東

漬
物
加
工
所
、
管

内
の
梨
圃
場
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

湖
東
漬
物
加
工
所

で
は
地
場
産
野
菜

を
使
用
し
た
漬
物

の
製
造
現
場
、
県

内
外
量
販
店
へ
の

配
送
ル
ー
ト
の
確

認
な
ど
を
巡
視
し

た
ほ
か
、
実
際
に

漬
物
を
試
食
し
、

ど
の
商
品
が
人
気

で
あ
る
か
を
確
認

し
ま
し
た
。ま
た
、

管
内
の
梨
圃
場
巡

回
で
は
、
青
年
部

長
の
高
橋
拓
人
さ

ん
の
圃
場
を
巡
回

し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

栽
培
で
の
作
業
の

効
率
化
を
図
り
な

が
ら
、
８
月
末
の

出
荷
開
始
に
向
け

た
栽
培
管
理
を
確

認
し
、
部
員
同
士

の
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
青
年
部
、
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
湖
東
漬
物
加
工
所
、
管
内

の
梨
圃
場
視
察

▲�経済部小野次長が量販店への配送、
　製造現場の説明をしました。▲梨の生育状況を確認する青年部員。

７
月
18
日
（
金
）

　

A
B
S
秋
田
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
「
ま
ち
な
か

S
E
S
S
I
O
N
エ
キ
マ
イ
ク
」
Ｊ
Ａ
青
年
部
と

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
!
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
Ｊ
Ａ
あ
き

た
湖
東
青
年
部
佐
々
木
保
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
金
曜
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ　

シ
ャ
バ
駄
馬

男
さ
ん
が
進
行
を
勤
め
、
栽
培
作
物
や
連
日
続
く
猛

暑
に
よ
る
農
作
物
の
影
響
な
ど
、
農
業
に
関
す
る

ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
エ
キ

マ
イ
ク
リ
ス
ナ
ー
に
向
け
て
「
こ
れ
か
ら
も
、
食
と

農
を
守
っ
て
行
き
た
い
。
秋
田
の
食
材
を
美
味
し
く

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。

▲農業に関する熱いトークを繰り広げました。

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
「
ま
ち
な
か
Ｓ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
エ
キ
マ
イ
ク
」、
Ｊ
Ａ
あ
き

た
湖
東
青
年
部
佐
々
木
保
さ
ん
が
出
演

▲�いつも湖東のやさい畑をご利用いただき、
　ありがとうございます !

７
月
19
日
（
土
）

　

湖
東
の
や
さ
い
畑
に
て
、
日
頃
の
ご
利
用
へ
の
感

謝
企
画
と
し
て
、
当
日
の
ご
購
入
額
に
応
じ
た
大
抽

選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
景
品
に
は
旬
の
メ
ロ
ン
、

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、生
活
用
品
な
ど
を
ご
用
意
し
、

大
勢
の
お
客
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

抽
選
会
と
同
時
に
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ

れ
、
当
Ｊ
Ａ
職
員
と
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の
職

員
が
、
ち
ら
し
を
渡
し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
の
特
典

を
説
明
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
は
、
対
象
Ｊ
Ａ
の

直
売
所
や
給
油
所
で
ご
利
用
い
た
だ
く
と
割
引
等
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
便
利
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

す
。
８
月
か
ら
９
月
は
、
対
象
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
Ｊ
Ａ

カ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
ご
請
求
時
に
10
％
割

引
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
カ
ー

ド
の
ご
入
会
は
、
各
支
所
窓
口
で
承
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

湖
東
の
や
さ
い
畑
＆

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
抽
選
会
開
催
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▲�出荷規格を確認する生産者。

▲�生育状況を確認する生産者。

令
和
７
年
産
夏
ネ
ギ
出
荷
説
明
会

７
月
11
日
（
金
）

　

令
和
７
年
産
夏
ネ
ギ
出
荷
説
明
会
を
行
い
、

産
地
情
勢
、
栽
培
概
況
と
収
穫
終
了
ま
で
の
管

理
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
出
荷
説
明
会

で
は
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
土
寄
せ
作
業
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
高
温
性
病
害
の
防
除
を
合
わ
せ
て

効
果
的
に
行
う
こ
と
の
ほ
か
、
害
虫
の
発
生
状

況
と
防
除
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。ま
た
、

目
揃
い
で
は
株
式
会
社
能
代
青
果
野
菜
部　

高

田
将
太
氏
よ
り
収
穫
し
た
ネ
ギ
を
手
に
取
り
な

が
ら
、
規
格
表
を
も
と
に
品
質
基
準
、
規
格
、

箱
詰
め
・
調
製
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
、
正
し
い
規
格
で
の
出
荷
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

枝
豆
圃
場
視
察
研
修
会

７
月
４
日
（
金
）

　

枝
豆
圃
場
視
察
研
修
会
を
行
い
、
管
内
生
産
者
、

県
内
各
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
、
秋
田
地
域
振
興
局
、
株

式
会
社
高
井
南
茄
園
、
全
農
秋
田
県
本
部
の
担
当
者

が
管
内
の
枝
豆
圃
場
を
巡
視
し
、
現
在
の
生
育
状
況

を
確
認
、
今
後
の
栽
培
管
理
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

今
後
の
管
理
と
し
て
は
、
極
早
生
か
ら
晩
生
品
種
ま

で
の
品
種
ご
と
の
管
理
と
し
て
土
寄
せ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、
排
水
対
策
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
適
期
収
穫
で

品
質
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
病
害
虫
防
除
を
呼
び
か
け
、

今
後
も
長
期
安
定
出
荷
と
産
地
強
化
に
向
け
て
生
産

者
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▲�出荷規格表をもとに枝豆の品質基準を確認する生産者。

枝
豆
出
荷
規
格
目
揃
い
会

７
月
15
日
（
火
）

　

湖
東
の
枝
豆
選
果
場
に
て
出
荷
を
目
前
に
控
え
た

枝
豆
出
荷
規
格
目
揃
い
会
を
行
い
ま
し
た
。
目
揃
い

会
で
は
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
近
年
は
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
が
多
い
こ
と
か
ら
今
年

も
注
意
が
必
要
で
「
乾
燥
対
策
」
と
「
排
水
対
策
」

に
つ
い
て
確
認
し
、
高
温
に
よ
る
莢
食
害
虫
の
発
生

に
注
意
す
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
収
穫
出
荷

体
系
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
よ
り
生
産
者
へ
収

穫
時
間
帯
は
早
朝
に
行
い
、
収
穫
適
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
収
穫
し

た
枝
豆
を
も
と
に
出
荷
規
格
表
の
品
質
基
準
、
収
穫

適
期
の
判
断
基
準
、収
穫
出
荷
の
留
意
点
を
確
認
し
、

引
き
続
き
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
関
係
機
関
が
連
携
し
、
高

品
質
な
枝
豆
の
安
定
出
荷
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

を
徹
底
し
ま
し
た
。

6
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６
月
20
日
（
金
）

　

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
女
性
部
五
城
目
地
区
で
は
20

日
、
生
活
に
役
立
つ
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
秋
田
県
立
金
足
農
業
高
校
へ
出
向
き
「
農
業

高
校
生
の
実
習
見
学
」
を
行
い
ま
し
た
。
造
園
緑
地

科
２
年
生
の
剪
定
作
業
や
生
物
資
源
科
２
年
生
の
ト

マ
ト
栽
培
な
ど
を
見
学
し
、
た
く
さ
ん
質
問
や
、
会

話
な
ど
を
し
て
女
性
部
と
高
校
生
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。
女
性
部
は
「
も
う
一
度
学
生
に
戻
っ
て
金

農
に
入
学
し
た
い
」
や
「
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
見
学

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
女
性
部
五
城
目
地
区

生
活
に
役
立
つ
学
習
会

▲�学習会に参加した女性部員たち

６
月
20
日
（
金
）、

７
月
３
日
（
木
）

　

女
性
部
八
郎
潟

地
区
は
20
日
、
Ｊ

Ａ
八
郎
潟
支
所
を

会
場
に
土
づ
く
り

教
室
を
開
催
し
、

部
員
16
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
土
づ

く
り
教
室
は
毎
年

こ
の
時
期
に
行
っ

て
お
り
、「
花
の
寄

せ
植
え
」
は
今
年

で
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
第

14
期
Ｊ
Ａ
湖
東
女

性
大
学
は
３
日
、

第
１
講
座
「
花
の

寄
せ
植
え
」
を
開

催
し
、
部
員
41
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

管
内
花
き
農
家
、

伊
藤
園
芸
の
伊
藤

徹
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
、
植
え

方
や
、
家
で
の
管

理
方
法
な
ど
を
教

わ
り
な
が
ら
、ユ
ー

フ
ォ
ル
ビ
ア
や
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
多
種
類
の
花

を
色
鮮
や
か
に
植

え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
女
性
部
八
郎
潟
地

区
土
づ
く
り
教
室
、
第
14
期
Ｊ
Ａ
湖

東
女
性
大
学
「
花
の
寄
せ
植
え
」▲�伊藤さんから教わりながら、色とりどりの寄

せ植えを完成させました。（ＪＡあきた湖東
女性部八郎潟地区土づくり教室）

▲自分だけの作品に仕上げました。
　（第14期ＪＡ湖東女性大学「花の寄せ植え」）

女
性
部
緑
の
市
野
菜
栽
培
講
習
会

７
月
２
日
（
水
）

　

潟
上
市
昭
和
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
に
て
女
性
部
緑
の
市

野
菜
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
高

井
南
茄
園　

細
田
徹
氏
を
お
招
き
し
、
大
根
や
白
菜

等
の
夏
秋
蒔
き
種
子
の
栽
培
方
法
、
品
種
ご
と
の
特

徴
、
肥
料
・
農
薬
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
部
員
か
ら
は
病
害
虫
に
強

い
品
種
や
細
田
氏
が
栽
培
を
勧
め
る
品
種
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
講
習
会
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
実
践

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

▲�細田氏からの説明を聞く女性部員。
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７
月
22
日
（
火
）

　

日
本
郵
便
と
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
に

よ
る
「
枝
豆
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
第
１
便

出
発
式
を
枝
豆
選
果
場
で
開
催
し
、

生
産
者
や
日
本
郵
便
、
Ｊ
Ａ
関
係
者

が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
秋
田
中
央
郵
便
局　

畠
山

賢
局
長
か
ら
は
「
新
鮮
な
枝
豆
を
素

早
く
全
国
に
お
届
け
し
ま
す
。
ゆ
う

パ
ッ
ク
を
通
し
て
、
湖
東
の
枝
豆
の

生
産
・
出
荷
量
の
さ
ら
な
る
拡
大
に

寄
与
し
ま
す
」
と
挨
拶
い
た
だ
き
、

猿
田
組
合
長
は
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
湖

東
の
枝
豆
を
全
国
の
消
費
者
に
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
生
産
者
の

所
得
向
上
と
販
売
額
２
億
円
を
目
指

し
て
、
生
産
者
と
一
体
と
な
り
出
荷

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
は
今
年
度
も

美
味
し
い
湖
東
産
の
枝
豆
を
皆
様
へ

お
届
け
し
ま
す
。

▲�（左から）秋田県中部地区連絡会統括局長
　（五城目郵便局長）千田博幸氏、猿田組合長、
　秋田県農林水産部園芸振興課長　石澤浩樹氏、
　八郎潟町副町長　小野良幸氏、
　秋田中央郵便局長　畠山賢氏によるテープカット。

▲�五城目支部 ▲井川支部

▲�ドライバーへ花束が手渡
されました。

▲�八郎潟支部

▲�飯田川支部

６
月
20
日（
金
）、25
日（
水
）、

26
日
（
木
）、７
月
２
日
（
水
）

　

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
年
金
友

の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
支

部
大
会
を
開
催
し
、
参
加
者

は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
各

コ
ー
ス
を
巡
回
し
、「
仲
間

と
共
に
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
む
こ
と
が
出
来
た
。ま
た
、

次
回
も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な

ど
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発

し
、高
得
点
を
目
指
し
た
い
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
支
部
大
会

▲�昭和支部

枝
豆
ゆ
う
パ
ッ
ク
出
発
式

私たちが、自信を持って湖東の枝豆を
お届けいたします。
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２回目防除（薬剤購入）にJA助成あり！
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４

９月１日（月）

（土） （土）
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JAあきた湖東トップコラム　代表理事組合長　猿田俊彦

この「トップ・コラム」コーナーは、ＪＡあきた湖東の常勤役員等 
が登場し、地域農業・ＪＡについて「今」の「思い」を組合員さんに 
向けて発信するコーナーです。

14

水

7 2 3

4

22

4

　今年も例年同様暑い日が続いています。稲も穂を出し、いよいよ終盤です。やや草丈は長く、茎数が少なめとの調査結果
（７/15）からすると、昨年のような傾向が見られますが、最終的にどうなるのか今後の天候次第ですが、倒伏が無く、平年
以上の収穫量を期待したいと思います。
　今年は、米の価格が昨年以上になると思いますが、主食用米の増産や、備蓄米の放出、輸入米の増加、ミニマムアクセス
米の前倒しなど、出来秋に向かっては、供給量がかなり増えることが予想されます。今は、消費者への対策が強く、生産者
への具体策が見えていません。
　農家が継続して取り組める再生産可能な価格と、消費者に対する適正価格に向けた理解の醸成が必要であり、そのため
の方策を早急に示してもらいたいものです。

マグロ解体ショーマグロ解体ショー！！ 地場産野菜大放出地場産野菜大放出！！
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内科　医長 伊
いとう

藤　善
よしあき

昭

『高血圧症』

　

♪
血
圧
は 

な
か
な
か
手
ご
わ
い
♪

な
ん
て
C
M
が
流
れ
て
し
ば
ら
く
な

り
ま
す
。
気
に
は
な
る
け
ど
何
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
。
血
圧
は
高

め
だ
け
ど
、
調
子
も
悪
く
な
い
し
い
い

や
と
思
っ
て
い
る
方
。
結
構
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
そ
ん
な
高
血
圧
症
に
つ
い
て
少
し

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
高
血
圧
症
と
は
血
圧
が
い

く
ら
の
方
を
い
う
の
で
し
ょ
う
。
高
血

圧
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
自
宅
で
測
定

す
る
血
圧
が
１
１
５
／
75
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未

満
を
正
常
血
圧
、
１
３
５
／
85
ｍ
ｍ
Ｈ

ｇ
以
上
は
高
血
圧
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
で
の
血
圧
は
１
４
０
／
90
ｍ

ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
が
高
血
圧
に
な
り
ま
す
。

ド
キ
ッ
と
し
た
方
も
い
る
の
で
は
？
少

し
気
に
な
る
な
と
思
っ
た
方
、
ま
ず

は
朝
晩
の
血
圧
を
測
っ
て
み
て
下
さ

い
。
座
っ
て
１
－
２
分
安
静
に
し
て
か

ら
測
定
部
位
を
心
臓
と
同
じ
高
さ
に
し

て
測
り
ま
し
ょ
う
。
測
定
し
た
平
均
が

１
３
５
／
85
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
を
超
え
て
い
た

ら
高
血
圧
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

一
度
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
多
く
の
場
合
、
体
質
や
生

活
習
慣
、
肥
満
な
ど
の
要
素
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
中
に
は
血

管
の
病
気
や
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
な
ど
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
血
液
検
査
や
画
像

検
査
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

で
は
高
血
圧
症
の
症
状
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？

や
っ
か
い
な
こ
と
に
自
覚
症
状
の
ほ
と

ん
ど
な
い
方
が
多
い
の
で
す
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
こ
っ
そ
り
と
脳
や
心

臓
・
血
管
、
腎
臓
に
負
担
は
か
か
り
続

け
、
脳
卒
中
や
心
不
全
を
引
き
起
こ
し

た
り
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
て
し

ま
う
、
実
は
怖
い
病
気
な
の
で
す
。
い

た
ず
ら
に
血
圧
を
下
げ
れ
ば
い
い
と
い

う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
治
医

と
相
談
し
な
が
ら
適
切
な
治
療
を
選
択

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
薬
を

飲
む
か
ら
大
丈
夫
で
は
な
く
、
や
は
り

ご
自
身
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
前
述
の

C
M
で
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
減

塩
」「
運
動
」
そ
れ
に
加
え
て
「
禁
煙
」

で
す
。

　

高
血
圧
症
の
1
日
食
塩
摂
取
目
標
量

は
６
ｇ
未
満
で
す
（
日
本
人
の
平
均
１

日
食
塩
摂
取
量
９
・
８
ｇ
）。
た
だ
減
塩

と
い
っ
て
味
気
な
い
も
の
を
ず
っ
と
食

べ
る
の
も
寂
し
い
の
で
、
た
と
え
ば
香

辛
料
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

塩
分
以
外
で
の
味
の
変
化
を
楽
し
ん
だ

り
、
み
そ
汁
の
具
材
を
多
く
す
る
こ
と

で
汁
の
量
を
減
ら
し
た
り
（
野
菜
も
と

れ
て
一
石
二
鳥
！
）
と
い
っ
た
工
夫
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今

は
減
塩
の
調
味
料
も
多
く
出
て
い
ま
す

の
で
挑
戦
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
と
思

い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸

素
運
動
も
血
圧
を
下
げ
る
の
に
は
有
効

だ
と
い
う
報
告
が
出
て
い
ま
す
が
、
昨

今
は
熊
の
出
没
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

か
ら
、
簡
単
に
散
歩
に
行
け
と
も
言
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
習
慣
を

つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

禁
煙
の
有
益
性
に
関
し
て
は
こ
こ
で
お

話
す
る
ま
で
も
な
い
で
す
ね
、
今
か
ら

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
！
こ
の
ほ

か
、
体
重
管
理
や
節
酒
、
果
物
・
野
菜

の
摂
取
な
ど
も
血
圧
管
理
に
は
有
効
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
書
き
ま
し
た
が
何
事
も
継

続
が
大
切
で
す
。
か
か
り
つ
け
病
院
・

主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら
、
無
理
し
す

ぎ
ず
継
続
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
♪
血
圧
は 

な
か

な
か
手
ご
わ
い 

だ
か
ら
皆
で 

治
し
て

こ
う
♪
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頭の体操　クイズコーナー

01. 国際博覧会（万博）には――各国が出展します
03. 朝顔に――とられてもらひ水（千代女）
05. 官の対義語
06. 合格を目指して受けることも
07. 二十四節気のひとつ。令和7年は8月23日です
09. 悪夢を食べるといわれる想像上の動物
11. 旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
13. 人が並んで作るもの
15. コイン――に荷物を入れた
17. 紙幣のすかしは――防止策のひとつです
19. 魚などの内臓のこと
20. あぶく。ソーダ水からたくさん出ます
21. 半透明でプルプルした洋菓子

01. ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
02. 物事にかかわりを持つこと
03. 代金は今度まとめて払うね
04. 西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
06. �さだまさしの名曲『――流し』で歌われているのは、
長崎県などでするお盆の行事

08. スイカにかける人もいます
10. 2分の1がハーフなら4分の1は
12. チョウが吸うもの
14. 台木にくっつけたり挟んだりして育てます
16. もう一杯、お――!
18. 鼻の長い動物

■保坂茜さん（五城目町）
■八柳若子さん（井川町）
■木村レイ子さん（潟上市飯田川）
■関谷靜子さん（潟上市昭和）
■千田鋼一さん（八郎潟町）

応募総数23通

二重枠に入った文字を、A〜Eの順に
並べてできる言葉は、何でしょうか？

①答え　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
⑥JAまたは本誌について一言お書き添えの上、
下記の宛先までハガキにてお送り下さい。（8月22日（金）迄）
※�皆様からJAに寄せられたお便りの情報は、広報活動以外では
使用することはありません。

A＝ネ
B=ガ
C=イ
D=ゴ
E＝ト

「
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
展
示
会
」Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
搭
載
し
た
自

動
操
縦
の
農
業
機
械
が
も
う
身
近
に
あ
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。先
端
を
走
る
大
規
模
農
家
の
ほ
ん
の一部
の
人

の
み
使
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。ネ
ッ
ト
の

中
の
事
と
思
っ
て
い
た
の
が
、身
近
な
事
だ
っ
た
の
で
す

ね
。で
も
、値
段
高
い
の
で
し
ょ
う
ね
。�（
五
城
目
町　

60
代
）

1
Ｊ
Ａ
ま
た
は
本
誌
、健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
と

頭
の
体
操
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
特
に
よ
く
拝
見
し
て
い

ま
す
。�

（
潟
上
市
昭
和　

80
代
）

10 9
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
の
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

�

（
井
川
町　

50
代
）

8
裏
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。一
昔
前
か
ら
見
る
と
、人
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

け
ど
紙
面
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
元
気
さ
、楽
し
さ
と
希

望
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。�

（
八
郎
潟
町　

70
代
）

田
ん
ぼ
に
幼
い
子
ど
も
の
よ
う
な
苗
が
植
え
ら
れ
た
と

思
っ
て
い
た
ら
、み
る
み
る
た
く
ま
し
い
稲
穂
が
立
ち
並

ぶ
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

（
潟
上
市
飯
田
川　

80
代
）

7 6
子
ど
も
た
ち
の
農
作
業
体
験
は
貴
重
な
思
い
出
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。将
来
は
農
業
の
担
い
手
と
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。�

（
五
城
目
町　

60
代
）

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
き
で
す
。頭
を
使
っ
て
ボ
ケ
防

止
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
ク
イ
ズ
が
大
好
き
で
す
。

�

（
潟
上
市
昭
和　

80
代
）

5 4
毎
月「
こ
と
う
」の
広
報
の
表
紙
と
裏
表
紙
に
子
ど
も
た

ち
の
農
業
体
験
や
野
菜
、花
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
見

て
、子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
農
業
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。�

（
潟
上
市
飯
田
川　

70
代
）

3
い
つ
も
新
鮮
で
安
い
野
菜
や
お
弁
当
な
ど
と
て
も
助
か

り
ま
す
!�

（
井
川
町　

70
代
）

2
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
、日
常
の
暮
ら
し
の
中

に
あ
る
あ
る
症
状
。あ
り
が
た
い
ご
指
摘
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。定
期
に
眼
科
受
診
中（
笑
）

�

（
八
郎
潟
町　

70
代
）
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お盆期間中の営業時間のお知らせ
8/11（月）12（火）13（水）14（木）15（金）16（土）

本所・支所 × ○ ○ ○ ○ ×
営農経済センター × ○ ○ ○ ○ ×
農機センター × ○ ○ ○ ○ ×
農産物直売所 ○ ○ 8：00〜13：00 9：00〜16：00 9：00〜16：00 9：00〜16：00

〜17日（日）

生活ステーション ○ ○ △ ○ ○ ○
仕出し業務 ○ ○ △ ○ ○ ○
介護センター × ○ ○ ○ ○ ×
五城目・飯田川給油所 7：00〜18：00 7：00〜18：00 △ 8：30〜17：00 8：30〜17：00 8：30〜17：00

理容室・美容室（本所） ○ ○ × × × ×
理容室（八郎潟） × × × × × 〜18日

まで（休）

8/11（月）12（火）13（水）14（木）15（金）16（土）

A
T
M

五城目
駅前

9：00
〜17：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

イオン
五城目店

9：00
〜19：00

9：00
〜20：00

9：00
〜20：00

9：00
〜20：00

9：00
〜20：00

9：00
〜19：00

湖東厚生
病院 × 8：45

〜19：00
8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

井　川 × 8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

飯田川 × 8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

昭　和 × 8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

八郎潟 9：00
〜17：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

8：45
〜19：00

9：00
〜17：00

○＝平常営業　△＝半日営業　×＝休業　

令和８年度　あきた湖東農業協同組合職員採用試験実施要項
1.採用人数 事務及び現業（技術）業務者　若干名

2.受験資格 次の条件を共に満たす者
（1）�高校卒業以上（予定者含む、高等学校、短期大学、修業年限

２年以上の各種専門学校、大学）で卒業後３年以内の者

【大学、短期大学、修業年限２年以上の各種専門学校】
❶日時：令和７年９月24日（水）午前９時～
❷場所：�本組合 本所２階会議室�

（南秋田郡五城目町字七倉123－2）
❸第１次採用試験合格発表
　第１次採用試験審査後、合否について本人宛郵送する。

【高校】
❶日時：令和７年９月24日（水）午前９時～
❷場所：�本組合 本所２階会議室�

（南秋田郡五城目町字七倉123－2）
❸第１次採用試験合格発表
　第１次採用試験審査後、合否について学校宛郵送する。

3.申込期限
【大学、短期大学、修業年限２年以上の各種専門学校】
令和７年９月１２日（金）［当日まで必着］
【高校】
令和７年９月５日（金）～９月１２日（金）［当日まで必着］

4.提出書類
（１）自筆の履歴書………………………………………………１通
　  （当ＪＡホームページよりダウンロードのうえ、記載すること。）
（２）写真（最近３カ月以内、履歴書貼付と同一）………………１枚
（３）成績証明書…………………………………………………１通
（４）卒業（見込み）証明書………………………………………１通
（５）各種免許又は資格を有する者はその証明書の写し…………１通
（６）返信用封筒（長３ 120×235㎜、110円切手貼付）…………１枚

5.試験日時・会場
（１）書類確認
　  �提出書類の確認を行い、適格と認めた者に受験票を送付する。
（２）第１次採用試験（一般教養、小論文）

（３）第２次採用試験（面接試験）
❶日時：令和７年１０月上旬予定
❷場所：�本組合 本所２階会議室�

（南秋田郡五城目町字七倉123－2）
（４）第２次採用試験合格発表（採用内定）
　  令和７年１０月中旬に採用内定の可否を本人宛郵送する。
　  ※高校については学校宛郵送。

〒018－1721　南秋田郡五城目町字七倉123－2
あきた湖東農業協同組合 企画総務課 （担当 石井）
TEL：018－855－1510

６.�受験に係わる交通費等の経費は、本人負担とする。
７.�提出書類は受験の有無及び合否に係わらず、一切�
返却しません。

８.問合せ先及び申込先
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7 月 の あゆみ
	　１日……米穀棚卸監査
	 … …東北・北海道地区総代会議
	　２日……第４回　LA会議
	　７日……第２回　ALM委員会
10日……第２回　肥料・農薬物流検討会
11日……全県ＪＡ共済事業担当常勤役員会議
14日……第４回　支所長会議
15日……第４回　経済・生活福祉事業会議
	 … …中央地区園芸戦略対策協議会　総会
17日……第２回債権対策委員会
	 … …第４回　企画会議
18日…… �第２回秋田県 JAバンク運営協議会専門委員会

（WEB）
25日……第６回　監事会
	 … …第２回　コンプライアンス委員会
	 … …第６回　理事会
28日……中央会　理事会
	 … …厚生連　経営管理委員会
	 … …全農　運営委員会
	 … …全共連　運営委員会
	 … …ＪＡバンク運営協議会
30日……全共連　通常総代会

8 月の行事予定
28日……第７回　監事会
	 … …第７回　理事会
	 … …第１回　理事協議会（座談会資料説明）
29日……中央会　海外視察研修説明会
	 … …中央会　理事会
	 … …厚生連　経営管理委員会
	 … …全共連　運営委員会
	 … …全農　運営委員会

理 事 会 報 告
●７月主要事業実施経過報告について業務報告

●第２回債権対策委員会報告

●労働組合からの要求について協議

●実績検討について
●組合員の加入及び脱退状況について
●内部監査結果（６月実施）の報告について
●令和７年度　上期購買品等棚卸立会監査の実施について
●秋田県常例検査（部分検査）の検査結果について
●令和７年度　７月末随時監事監査の実施について
●余裕金運用状況の報告について
●貸付金利の変更について
●第１四半期　貯金者データ整備状況報告について
●ＪＡ共済学童野球大会　管内代表チームの決定について
●水稲の生育状況について
●令和６年産　直接販売米の取引状況について
●令和７年度　固定資産取得値引き交渉結果について
●令和７年度　すいか・メロン・幸楽ホルモン注文書について
●令和７年度　航空防除散布等実施計画について
●「ＪＡあきた湖東お盆ごちそうセット」の取扱について
●夏期休暇及びお盆の営業について
●令和７年度　職員給与について
●任期満了に伴う総代選挙の結果について
●令和７年度　自主（自店）検査結果報告「第１四半期」について
●�令和７年度　第１・四半期　不正・不祥事・苦情等対応状況につ
いて

●事務ミス等の発生状況について
●行政庁の報告徴求命令に基づくマネロン調査の実施について
●株式会社ジェイエイ秋田葬祭センターの決算報告について
●令和６年産　主食用米（うるち）追加払いについて

報
告
事
項

●�議案第20号　秋田県常例検査結果の通知事項に対する改善状況
報告について

●議案第21号　大口資金の貸付について
●議案第22号　大口資金の貸付について
●議案第23号　農産物検査業務規程の一部変更について
●議案第24号　令和８年度　職員募集について
●議案第25号　役員賠償責任保険の負担金額について
●議案第26号　出資金の減口について
●�議案第27号　信用事業に係る説明書類（ディスクロージャー）
の開示について

議
案

　８月は竿灯祭りや花火大会など夏ならではの祭りがたくさ
んありますね。秋田県は有名な祭りがたくさんありますが、全
国には私の知らない祭りもありますので、ご当地グルメなどを
求めて旅行してみたいです。
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　若竹幼児教育センターの４歳児
うさぎ組のみなさんにペンタスを
プレゼントしました。子どもたち
はプール遊びや、水遊びなど、夏
ならではの遊びを先生や友達と一
緒に楽しんでいます。また、園の
夏祭りでは、魚釣りや輪投げ、的
当てをして楽しみました。「それい
いね !」、「すご～い !」など友達の
良いところを認め合う姿も見られ
ました。
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若若
わかわか

竹竹
たけたけ

幼幼
ようよう

児児
じじ

教教
きょうきょう

育育
いくいく

センターセンター

今 月 の 花

ペンタス
　春から秋まで長期間開花し、暑さに負
けずによく開花します。本来は低木状に
育ちますが、タネから育てる矮性に改良さ
れた品種が小型～中型の鉢物や花壇苗
としてよく普及しています。主な品種のシ
リーズとして「グラフティー」シリーズ、「バ
タフライ」シリーズ、「ニュールック」シリー
ズなどがあります。


